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奈良県が育成したイチゴの良食味品種‘古都華'

， .背景

奈良県でイチゴの栽培が急速に普及したのは，

プラスチックフィルムの本格的な園芸利用が始

まった1950年代半ば以降であり 1960年代初頭

には，奈良県は大阪市場において70%の占有率を

有するイチゴ産地となった。さらに， 1970年代

半ばには，奈良県農業試験場(現在の奈良県農業

総合センター)において‘宝交早生'を用いた促

成栽培技術が開発され 当該技術の普及が追い風

となって，栽培面積は850ha以上に達した。この

ように，奈良県は1962年から 1980年まで作付面

積全国第 3位の座を占めるほどの大産地であった

が，その後，担い手が急速に減少し， 2011年の

作付面積は僅か66.5ha(県調べ)となっている。

一方で，奈良県におけるイチゴは， I儲けること

ができる」野菜品目であるため，県内の各地で，

価格が低迷する他品目からの転向や，学卒者や退

職者などの新規参入がみられる。そのため，奈良
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県ではイチゴを県農業に活力を生み出すリーディ

ング品目に位置付け 生産 流通および販売を継

続的に支援している。

現在の栽培品種は 奈良県育成の‘アスカル

ビー'が約半分を占め その他に，‘ゆめのか'，

‘さがほのか¥‘章姫'などが作付けされている。

主力品種の ‘アスカルビー は大果性で，連続出

蓄性が高く，多収性の品種であるが， 4月以降の

高温期には果実の日持ち性が低下するため，出荷

後に包装容器内で果実が潰れ 容器の底に果汁が

溜まる不良品発生が問題となっている。

近年は消費地内の産地という立地条件を活か

し， 直売施設を利用した販売や庭先販売が増加し

ている。このような直売は 市場流通における末

端販売価格と同等の単価での取引が可能であり，

販売労力の増加に見合う売上げの増大があれば，

経営向上のための有効な手段となり得るため，今

後， 更なる取引量の拡大が見込まれる。一方で，

直売では売れ残りによる損失，いわ

ゆる廃棄損は生産者負担となるた

め，売れ残りが生じないような品物

を販売する必要がある。味の善し悪

しが判りやすいイチゴでは，食味が

良好で変動の少ないことが，人気商

品であるための条件と考えられる。

このような背景の中で，生産者と

実需者の直接取引における利用を見

据え，食味が安定して良好であり，

‘アスカルビー' と同様に大果性で

省力的なイチゴの育種に取り組み，

目標にほぼ適った品種‘古都華'を

育成した(図 1)ので，育成の経過

と品種特性を紹介する。

図， .奈良県が育成したイチゴの品種‘古都華'



( 8 ) 農 業 と科学 平成24年12月 1日

町川川1"回司川H・ I ・...9 11 .. ，1.， 11四回11 ， 110111'.司川111111 1 .....1111. 111 ' ，.. ....'1..11. ・ H ・.....".11'・ 1" "，..，， 01"11""‘川11'1111""''-1111''・"・ ...."'11"'''...川1 ・ 11111..."'.'llllh'I....""H '1 h.U. fII.，川'川1"園町，・Ih.IIIII "， ~llhll・A・ 11"'..1.. ・I ・ 111 ..，四'"，111"'.

2. 育成の経過

図2は育成系統図である。交配は2002年に行

い，播種して得られた600株の実生個体の中か

ら， 2002年 9月から2003年 3月の促成栽培にお

いて l個体を選抜した。 2003年から2005年の

促成栽培において生食用イチゴとしての実用形質

を調査し， 2005年より特性検定と生産力検定，

2006年より現地適応性検定を行った。各検定の

結果から実用に適う品種であると判断して，‘古

都華'と命名し 2009年7月16日に品種登録出願

を行い， 2011年10月5日に品種登録された。

なお，現地適応性検定試験は， 2006年は 2ヶ

所， 2007年は4ヶ所， 2008年は 2ヶ所の継続実

施を含む14ヶ所 2009年は12ヶ所の継続実施を

含む36ヶ所で行った。

アスカウェイブ(♀)

さちのか

× → 系統7-3-1

× → 系統1-7-9 X 

女峰(♂) 紅ほっぺ

3. 促成栽培適応性

1 )花芽分化期

奈良県における無仮植育苗での花芽分化期は 9

月15日前後である(表 1)。

2)収量特性

2005年， 2006年および2008年に表 2に示し

た栽培概要により促成栽培を行い，生産力を検

定した。 ‘古都華'の収穫開始日は11月下旬から

12月初旬で‘アスカルビー'とほぼ同じか僅かに

早く，‘章姫'よりやや遅い。年内収穫量は‘アス

カルビー'の約50"-'70%，章姫の約40"-'50%，

全収穫量は‘アスカルビー'の約80"-'95%，‘章

姫'の約65"-'80%である(表 3)。

不受精果率には年次変動がみられるが，乱形

果の発生は極めて少なく 正常果率は‘アスカ

ルビー'よりも明らかに大きくて

‘章姫'と同程度以上である。 15g以

上の正常果の収穫果重は，‘アスカル

→ 古都華 ビー'と同等以上である(図 3)。

図 2. イチゴの品種‘古都華'の育成系統図

表 1.花芽分化程度の推移

花芽分化程度z

品種

9月9日 9月12日 9月16日 9月19日 9月23日

古都華 XXXXムム XXムムムO OO@... 。@.... 。.....
アスカルビー XXXムムム。 XムO@@@ ムムO@@@・

22008年に調査， X 未分化期，ム:分化初期， 0:分化期， @:花房形成期， .:尊片形成期~蔚・雌ずい形成期

表 2. 生産力検定試験の栽培概要

年次 苗質 定植 ビニル被覆 マルチング 内張被覆 二酸化炭素施用z 換気一扇CC設)定温度

2005 9月21日 10月20日 10月24日 11月15日 有り 26 

2006 無仮植y 9月19日 10月19日 10月23日 11月 7日 無し 24 

2008 9月17日 10月16日 10月20日 11月17日 有り 26 

Z日射センサーを備えた灯油燃焼装置を使用

Yおがくずを培地とするベンチで育成



促成栽培における月別果実収穫量

収穫果重 (gj株) 乱形果率Z

(%) 
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古都華

アスカルビー
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福岡S6号

女峰 …千 l 

さがほのか

とちおとめ

古都華十
<，' 
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とよのか

古都華

アスカルビー

章姫

福岡S6号
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とちおとめ

(2005年)

-果重25g以上

•• 
口同 20g以上25g未満

口同 15g以上20g未満

-同 10g以上15g未満

(2006年)
口同 5g以上10g未満

•• -不受精果

-乱形果

(2008年)

o 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1，000 1，100 

(gj株)

図 3. 促成栽培における重量別果実収穫量

3)果実特性

果実糖度は，栽培全期間を通して高く推移する

(図 4)。特に， 12月から 1月は11%以上と顕著

に高い。果実酸度はJアスカルビー'と比較して

変動幅が小さく 全期間を通して‘章姫' より明

らかに高い。果実硬度は，‘さちのか¥‘さがほの

か'および‘とちおとめ' とほぼ同等である。

4)生育特性

無仮植苗を用いた促成栽培における第 1花房第

1花開花日は11月上旬で，‘アスカルビー'より

2， 3日早く，‘章姫' より約 5日遅い。

草高と草丈は，収穫始期の12月上旬には ‘アス

カルビー¥‘章姫' とほぼ同等であるが，厳寒期

の 2月中旬には両品種より大きい。

花房長は約30cmであり 出奮時のジベレ リン

処理効果は小さい。
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萎黄病抵抗性検定結果

枯死株率
(%) 

発病度z
発病株率

(%) 
品種年次

古都華

アスカウェイブ

はつくに

宝交早生

麗紅

古都華

アスカウェイブ

はつくに

宝交早生

麗紅

0

0

0

5

5
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0 

15 

0 

28.8 

2.5 

1.3 

60.0 

40.。

100 

10 

5 

100 

100 

2006 

25段階 (0:無病徴， 1:小葉1"-'2枚が奇形， 2:小葉3枚以

上が奇形， 3:萎凋， 4:枯死)に分類し株毎に評点指数を

与えて，評点指数の平均値に25を乗じて算出

5) 二酸化炭素施用の効果

二酸化炭素施用効果は高く 約20%の増収をも

たら し，平均果重も僅かに増加する(図 5)。

4. 病害抵抗性

， )萎黄病抵抗性

汚染圃場を用いた検定試験を 2ヶ年実施した結

果，発病度が抵抗性品種の‘アスカウェイブ'並

びに‘はつくに' と比較して著しく大きく，擢病

性品種の‘宝交早生'並びに‘麗紅' と比較して

同程度もしくはやや小さかったことから，擢病性

と判断される(表4)。

2) うどんこ病抵抗性

自然発生による検定試験を 2ヶ年実施した結

果，擢病性品種の とよのか より発病度はやや

小さい傾向が認められたもの

の，発病株率は同程度であっ

たことから，擢病性と判断さ

れる(表 5)。

3)炭痘病抵抗性

病原菌接種による検定試験

を2ヶ年実施した結果，擢病

性品種の‘女峰' と発病度が

同程度であり，枯死株率は大

きかったことから，擢病性と

判断される(表 6)。
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促成栽培における果実特性図4.
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表 5. うどんこ病抵抗性検定結果

年次 品種
発病株率 発病度z

(%) 

古都華 100 36.1 
2005 

宝交早生 70 3.9 
"-'2006 

とよのか 100 56.4 
ーーーーーーーーーーーー回目四四回目目四四四四四回目ーー『ー四ーーーーーーーーーー回ーー回ーーーーーーーーーーーー・

古都華 90 12.5 

2006 宝交早生 30 0.8 

"-'2007 とよのか 100 46.4 

アスカルビー 100 8.3 

Z5段階 (0:無病徴， 1:小葉に僅かな発病， 2:小葉に明
らかな発病， 3:小葉の1/2以下のほとんどの部分に発病，
4:小葉の1/2以上のほとんどの部分に発病) に分類し株

毎に評点指数を与えて 評点指数の平均値に25を乗じて

算出

5. 利用状況と今後の見通し

2011年度は，生産者数が 1法人を含む75名で，

作付面積が2.6haで、あった。

販売方法は，観光農園，庭先販売，直売所で

の販売，加工業者・小売庖との直接取引および

市場出荷と多様である。特に市場出荷において

は，仲卸業者を通じた大手量販庖との取引に加

え， 2011年度より奈良県農業協同組合が販路拡

大に努めた結果 大阪市内を含む大阪府内の大手

百貨店との取引を20t程度と小規模ながら開始し，

高単価での販売を実現させている。

表 6.炭痘病抵抗性検定結果

年次 品種
発病株率 発病度z

枯死株率
(%) (%) 

古都華 100 79.2 83 

Dover 100 43.8 25 

2005 宝交早生 100 32.5 。
女峰 100 61.3 20 

とよのか 100 22.5 。
-回目ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー四ー四回『回目圃四・

古都華 100 77.5 70 

Dover 100 33.8 。
2008 宝交早生 100 41.3 。

女峰 100 71.3 50 

とよのか 100 57.5 。
アスカルビー 100 42.8 24 

Z5段階 (0:無病徴 1 :微小な病斑 2:微小な病斑が
多発， 3:拡大型病斑または葉柄折損， 4:枯死)に分類
し株毎に評点指数を与えて 評点指数の平均値に25を乗

じて算出

今後も，生産者流通関係者および、実需者と連

携を図りながら 生産販売および消費に関わる

全ての人たちに喜びを感じてもらえるような販路

の検索を続けたい。

なお，現在のところ，利用許諾は奈良県内のみ

を対象に実施しており，県外の生産者と事業者へ

の利用許諾の開始時期は未定である。


